
介護現場における 
HAL介護支援用（腰タイプ）の活用

CYBERDYNE株株式会社 
営業部門　小笹恵美（看護師）



１、会社紹介



会社概要　



人口の2.5人に１人が65歳以上の高齢者

高齢社会への対応　



事業展開　



１．人が動こうとした場合には、その意思は生体
信号となり体内の神経を通じて、脳から筋肉へと
伝達されます。 

２．その際に皮膚表面に現れる微弱な生体電位信
号を検出します。 

３．コンピューターにより、その信号を解析し、
その信号に応じて『HAL®』が動きます。 

４．このように『HAL®』は、脳からの伝達信号
を皮膚表面より検出して、装着者の意思による動
作が実現します。

HALの動作原理　



２、HAL介護支援用（腰タイプ）
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保健衛生業 
商業・金融・広告業 

運輸交通業 
娯楽サービス業 

建設業 
その他の事業 
食料品製造業 
清掃・牧畜業 

電気・運送用機械工業 
金属製品製造業 
農林水産業 
化学工業 

その他製造業 
貨物取り扱い業 

パルプ・紙・紙加工品製造業 
木材・木製品・装飾品製造業 

釜業・土木製品製造業 
鉄鋼・非鉄金属製造業 
繊維・繊維製品製造業 
電気・ガス・水道業 

腰痛災害発生件数（４日以上） 

平成２５年厚生省資料より作成 

腰痛を取り巻く環境　

全産業：4,438件（平成２５年） 

1日約４件発生！！



介護職場の課題（労働環境）　



Our Solution  



腰痛のメカニズム

骨，椎間板，神経
などの損傷により
痛みが生じる



Without HAL

With HAL
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L5-S1の応力分布

HAL®介護支援用（腰タイプ）の効果

Cervical vertebrae

Thoracic vertebrae

Intervertebral disc

Lumbar vertebrae

Sacral vertebrae

Body tissue

腰椎にかかる応力負荷を 
科学的手法で解析

腰痛発症

HALのアシストにより腰部の負荷が軽減され、
腰痛発症のリスクを低減することができる

腰痛を発生させる主たる部位



移乗介助 

持ち上げ作業 

排泄支援・入浴支援 

食事・オムツ・シーツ替え等 

中腰作業 
介護現場での利用場面



HAL®介護支援用（腰タイプ）のスペック

炭素強化プラスチックを用いたモノコック構造
により、小型・軽量化を実現。

本体重量 

動作時間 

電源

2.9kg　(バッテリー含) 

約３時間 

専用バッテリー（Li-Po）



導入開始後の反応  



マイナスの意見

ロボットに期待
するイメージと
のギャップ

HALの動きと自
分の動きが合わ

ない
意と反した動き

身体サイズの条
件があり装着で
きない

痛い 重い 
大きい

電極トラブル 
エラーの頻発

実作業でアシス
トを感じない

使用者評価 管理者評価

使って欲しいけど使っ
てくれない

使用場所、作業がわ
からない



アシストを実感

HALがないと不安 アシストで腰の痛み
が楽になった

介護動作だけ
でなく日常生活動作

も楽

腰痛保持者 ロボットに興味
がある

プラスの意見

ポジティブマイ
ンド

使用者の評価



使用者の育成

初級 

中級 

上級　　 

HALマスター 

	
 �����

装着方法を理解 
動作方法を理解 
アシストを理解 

正しい装着ができる 
アシストを実感 

使用者を育成できる 

講習当日 講習当日～4日 5日～10日 

実作業でのアシストが実感 
腰部負荷低減の実感 

10日～14日 

HAL レッスン基礎編 
HALレッスン中級編 

実作業想定練習（シーツ交換、
体位変換、オムツ交換、持ち

上げ、移乗動作） 
伝えるべきポイントの整理 

 



最近の導入事例



使用者様のコメント　



思った通りの動作をアシスト

生体電位信号を用いて 
動作意思を推測します。

ISO13482認証取得 CEマーキング適合

世界最軽量

バッテリ込みで約2.9kgの 
軽さを実現。

装着型ロボットとして生活支援
ロボットの安全認証規格を世界
で初めて取得。

欧州機械指令に適合し、
装着型ロボットとしては
世界初。

非常安全ブレーキ搭載

主な製品特徴

科学的に実証された 
腰部負荷軽減効果

簡単操作

たった3つのボタンで操作 
ができます。

長時間のバッテリ駆動

最大3時間の連続アシストが 
可能で、様々な場所でアシス
トを受けられます。

万が一の故障の際には、ブレー
キが働き、装着者を保護します。腰部の筋肉、腰椎、椎間板 

にかかる負荷を軽減できます。



CB02



テクノロジーの力で重介護ゼロ社会を目指す

出口イメージ　




